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チェーホフの短編小説の創作方法の発展

一一伝統的リアリズムから「象徴的リアリズム」ヘーーー

清水道子

はじめに

チェーホフの創作方法は， 1886~ 1887年の移行期を境に，ユーモア作家時代と本格的作

家時代とに分けて論じられることが多い。確かに「分厚い雑誌」への掲載をきっかけに

チェーホフの創作方法は大きく変化するのであり，この時代区分は妥当なものであると言

えよう。ところが本格的作家時代に関しては個々に， rサハリン体験後Jとか， r晩年のJ
などという大まかな時代区分はされても，創作方法の変化・発展という観点からこれをさ

らに区分するということはほとんどなされていない(1)。しかしこの期の作品を順をおっ

て見ていくならば，作品の傾向がある時期をもって変化することが見出される。その時期

は1895~1896年である。

本論においては，以上の見地からチェーホブの創作期聞を初期 (1880~1887年)，中期

(I 888~1896年)，後期(I897~1904年)の三期に分け，それぞれの時期を固有の創作方

法をもった発展段階としてとらえ，各期の基本的特徴を分析し，チェーホフの最終的到達

点を明らかにすることを目的とする。

まず最初にこれら三期の基本的特徴を概観しておきたい。

初期はユーモア雑誌や新聞を主たる作品掲載の場としていた時代であり，その作品は長

さ，スタイル，傾向などが著しく制限された条件下で書かれたものであるが，ユーモア小

説の枠に収まりきらない優れた作品が多数生み出された。この期の作品はごく一部の中・

長編を除けば総じて極めて短く，一幕ものの劇を思わせる，対話を中心とした一つの情景

からなっており，いわゆるチェーホフ的短編の一つのタイフを確立したものであると言う

ことができる O この主要特徴をもとにこの時期の創作方法を「情景的リアリズム」と名付

けることにする O 中期は分厚い雑誌に作品を掲載し始め，本格的作家として歩み出してか

らの時代で，比較的長い作品が多い。チェーホフの代表的中編小説のほとんどがこの期に

生まれた。この期の作品は，主人公の心理・思考と主人公をとりまく現実とを綿密に描い

た本格的リアリズムの手法によるもので，この期の創作方法を「心理的リアリズム」と名

付けることにする。

以上の初期，中期の創作方法は伝統的リアリズムの方法にのっとり，それをチェーホフ

的により洗練させ完成させたものと言えよう。

後期においてチェーホフの創作方法は変貌を見せる。中期の綿密な心理描写に暗示的外

面描写が取って代わり，具体的リアリスティックな状況に例示的イメージ的状況が取って

代わる。全体として，いわゆるリアリズムの枠に収まりきらない，むしろ象徴的と言える
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方法が目立って来る O この時期の創作方法を「象徴的リアリズムJと名付けることにする O

そしてこの象徴的リアリズムの方法こそ，チェーホフの到達した地点であり，欧米におけ

る短編小説史上，及びロシア文学史上に革新的な一歩を画した注目すべき方法なのである。

本論においては，まず中期と後期の創法方法を比較検討し，その中でチェーホフの象徴

的リアリズムの方法を特徴づけ，次に初期にもどって，初期から中期，後期へ至る発展過

程を素描し，最後にチェーホフの最終的到達点を明らかにし，その位置づけを行うという

順序で論述していきたい。

1 .心理的リアリズムから象徴的リアリズムヘ

一一中期と後期の創作方法の比較一一

まず作品の印象から始めてみたい。後期の作品を読んで受ける印象は，広がり，平明さ，

静かに流れて行く時の感じではないだろうか。最晩年の作品『いいなずけ』から順にさか

のぼって思い浮かべてみると， r僧正jr谷間jr犬を連れた奥さんjr新しい別荘jr可愛
い女j……とすべてに共通してこの印象がある o rいいなずけ』においては，最後に女主
人公が家出をするという事件が起こるのだが，物語はこの結末に向かつてひたすら日程を

埋めるように進んで行く o r僧正』においては，やはり最後に主人公がチフスで死んでし
まうのだが，物語は同様にこの結末に向かつて時を刻むように進んで行く o r谷間jにお
いては犯罪や殺人など生々しい事件が起こるのだが，全体の印象は事件そのものよりも「こ

のようにして人間生活の日々は流れていくJという時の経過の印象が強い。『犬を連れた

奥さんJ以下の作品においても同様のことが言える O
これに対して中期の作品から受ける印象はどうであろうか。 rいいなずけ』と『名の日
の祝い』とを， r僧正』と『退屈な話』とを， r可愛い女Jと『浮気な女jとを比べてみよ
うO 類似のテーマ，あるいは状況を扱っていながら，なんという印象の違いであろう O こ

れら中期の作品に共通しているのは，後期の広がりの感じに対して集中の，平明さに対し

て紛糾の，静かに流れて行く時の感じに対して，出来事あるいは状況に深く巻き込まれた

人間心理の葛藤の印象である。 f名の日の祝いJにおいては主人公の心理の起伏の軌跡を

綿密にたどった印象， r退屈な話』には確かに主人公の死に向かつて進んで行くという，
時の経過の感じがあるが，主人公の心理が綿密に語られていることにより，より生々しい

ものとなっている。主人公のタイプが『可愛い女jにおいては時の流れの中でとらえられ

るのに対して， r浮気な女jにおいては出来事の連鎖の中に浮かび、上がって来る。いった
いこの中期と後期の印象の違いはどこから生まれてくるのだろうか。作品の印象は，もち

ろんその構成要素の総本日によって生み出されるのだが，その要素のうちの何が最も主要な

原因となっているのだろうか。作品をこれらの構成要素の構造体としてとらえるならば，

それを構造体として性格づける核となるものは第ーにプロットであり，さらにそのプロッ

トを性格づけ，ストーリー展開の原動力となる葛藤の性格であろう O プロットとはここで

は事件展開の基本構造を指し(2) 葛藤は，物語内容レベルでは，出来事そのものの原動

力となる外的葛藤とそれに結びついた人物の心理における内的葛藤，物語言説のレベルで
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は，これらの蔦藤が明示される顕在的葛藤と暗示・合意される潜在的葛藤に分けて考えら

れる (3)。そして物語の構成要素の特徴はすべてこのプロットと葛藤の性格に由来してい

るO 作品を性格づける第二の要因としては，語りのレベルの問題が考えられる。これは主

人公の視点で物語の内側から語るか，それとも語り手の視点でもっと大きな位置から語る

かという語りの視点の問題と (4) どういうテンポで語るか一一一情景再面的テンポで語る

のかそれとも要約的テンポで語るのかなど一一ーという語りのテンポの問題で、ある (5)。本

論では第一のプロットと葛藤の問題を中心的に扱い，語りの問題は必要に応じて言及して

いくこととする O

1 .中期におけるプロットと葛藤の性格

中期における葛藤は，ある具体的な事件に伴う顕在的葛藤である O そしてこの具体的事

件の核となる外的葛藤とそれに巻き込まれた主人公の心理上の葛藤(内的葛藤)が物語を

展開させて行く基本動機である O 物語はこれらの葛藤を核として因果関係に従って進展し

ていく O

例えば『不快なできごとJ(1888年)を見てみよう (6)。この物語では始めに郡会医のオ

フチンニコフがかねがね嫌っていた薬局員のミハイル・ザハロヴィチを回診中に殴ってし

まうという事件が発生する。そしてこれに起因する出来事の展開と，それに伴う主人公の

心理の葛藤を基本動機として物語が展開する。ついに裁判沙汰にまで発展しそうになるの

だが，郡会議長のとりなしで，事を荒立てずに一応決着し，事件前の状態にもどるところ

で物語は終わる o つまりこの物語は薬局員殴打事件の発生によって話が始まり，一定の経

過を経た後その決着によって話が終わるという，一つの事件に集中したプロットによって

出来上がっている O 語られることは出来事そのもの，つまり登場人物，その行為，発話な

ど現実再現的な場面の連続と，個々の局面に不可分に結び付いた主人公の心理のみで、ある。

一部自然描写があるが，これも現実再現的目的でなされているのであって，特別の意味は

担わされていない。そして読有は主人公の心理を通して，出来事の成りゆきにヲ|かれつつ

読み進んで行くことになる O この時読者は出来事の進展を跡付けるのであって，決して時

の経過を跡付けるのではないし，読み終わってからも，出来事の印象はあっても，時の経

過の印象は残らないはずである O この物語世界にあっては，時の経過は背後にあり，出来

事とそれに付随する主人公の心理が因果的に変化・発展した結果，時間もおのずと経過し

たかのようである O

次に『隣人たちj(1892年)を見てみよう。この物語も基本的にはよ述の f不快なでき

ごとJと同じ構造をもっている O 話は，地主である主人公イワーシンの妹が隣人の妻ある
男のところへ家出してしまうという事件に端を発する。この不名誉な事件に仰天した，自

称自由恋愛主義者のイワーシンの心理的葛藤がこの物語の原動力である。そして具体的な

出来事は，主人公が意を決して決着をつけに隣人宅へ二人に会いに行くが，結局何の解決

も得られず意気消沈して引き上げるという展開と結末をもっており，この三人の出会いの

場面がこの物語のクライマックスである O チェーホフの初期作品に見られる明快さと誼接

性をもっていた『不快なできごとjに比べると主人公のJ心理描写に一層の重みと複雑さが
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加わり，風景描写によって主人公の気分を暗示するという後期的な手法がかなり重要な役

割を果たしているのが特徴であるが，一つの事件に集中したフロットであることは共通し

ている O

『名の日の祝いJ(1888年)においては，女主人公オリガ・ミハイロヴナによる一人称

小説と言ってもさしっかえない程，全編が主人公の心理の軌跡の記録となっている O この

作品においては上述の二編のような一つの事件の発生とそれに起因する葛藤の顕在化とい

うプロットはなく，名の日の祝いという「特別な日」全体が事件を構成しており，主人公

の，夫を中心とする身の回りの社会に対する不審・疑惑が葛藤の中心をなし，名の日の祝

いに行われる様々な催し物や集まった人々との接触が物語を進行させて行く。そしてこの

葛藤は主人公の流産で結末を迎える O

f女の王国j(1894年)になるとやはり女主人公の視点で語られてはいるものの，むし

ろ現実再現的描写が重きをなし，説得力ある現実描写と人物描写に多くを語らせる部分が

ある。この物語における基本的葛藤は，相続により工場主となり，性に合わない経営とい

う仕事を嫌っている女主人公に芽生えた結婚に対するほのかな希望と現実との対立である

が，その希望がクリスマスという「特別な日Jの行事と生活の中で揺れ動き，結局はつぶ

れてしまう過程が描かれている。『名の日の祝しiJにおいてもそうであったが，主人公の

日常のありょうを集中的に表す「特別な日」に物語が限定され，特別変わった事件は起こ

らない。章だても1.クリスマスイヴ 2.朝 3.午餐 4.夜と，クリスマスイヴ

に始まりクリスマスの夜に終わるクロノロジカルな枠組みをもっており，自然の時間の推

移の面も感じさせるが，後期の時間の特徴とは異なり，実際の出来事の継起に物語展開の

原動力があり，自然の時間の推移は一種の枠組みとなっているにすぎない。

以上見てきたように，個々の作品にはそれぞれ異なる特徴があるとは言え，全体を通し

て言えることは，これら中期の作品においては具体的事件とそれに巻き込まれた主人公の

心理上の葛藤が物語を展開させていく基本的動機であり，物語はこの葛藤を核として因果

関係に従って進展していくということである O

2.後期におけるプロットと葛藤の性格

それでは後期の作品における物語を進展させていく原動力は何であろうか。それは中期

の具体的事件，あるいは「特別な日Jに起因する顕在的葛藤とは性格を異にする，いわば

潜在的葛藤であると言えよう O それは中期のようにある事件・出来事の発生，展開，終結

という，事件を中心とする緊密な構造体を形成する核とはなり得ない。それは事件発生に

よって物語がおのずと展開していくという内在的な力をもたない葛藤である。そして物語

を展開させて行くのはむしろ葛藤そのものの力ではなく，外的要因一一自然の時間の推

移一ーなのである。物語は自然の時間が推移していくことにより進展していく。もちろ

ん想定される物語内容の世界では事件も発生すれば人生の転機というような重要な事態も

生ずる。しかし呈示された物語の世界にあっては，それらの出来事は物語を展開させてい

く原動力としては扱われておらず，推移して行く時間の中に生起する，物語世界を構成す

るー要素，一局面として位置付けられているのである(7)。そして後期の作品のほとんどが，
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時間が経過することにより出来事が進展するという，時間の経過と密接に結びついた物語

展開のプロットをもっており，特に時間の経過そのものがフ。ロットにおいて極めて重要な

役割を果たす作品 fいいなずけjr僧正Jが出現する O
観点を変えて見れば，中期においては世界が主人公の内側からその感情の起伏もろとも

「接写Jされていたのに対して，後期においては物語世界を見渡す，より大きな視点があ

り，その大きな位置から物語の初めと終わりを定め，物語は初めから終わりに至る経過と

して呈示されていると言えよう。言いかえれば，中期においては物語世界を状況の相でと

らえていたのに対し，後期においては進行の相でとらえているとも言えよう。

(1 ) 時間の推移と出来事の皇示のしかた(基本プロット)

まず最初に物語を進展させていく原動力としての時間の推移の性格とその呈示のしかた

を，最後の作品 fいいなずけj(1903年)を例に見てみよう。

この物語の根底には旧い世界と新しい世界との対立がある。そして主人公ナージャの旧

い世界との決別と新しい世界への旅立ちがテーマである。物語はナージャの家出という事

件で完結する明瞭な結末を持っており，この結末に一直線に収束していく過程としての単

線一進行型のプロットをなしている。

まず最初の状況設定が，読者にその後の物語の進展を時間の進行の中で受け入れさせる

ようにしむけるO 物語は 5月に始まるO 導入部で，結婚式が7月7日に決まっていて幸せ

なはずなのに，ナージャは「心はずまず，夜もよく眠られず，陽気さも消えでなくなったJ(8) 

という設定で出発するので，おのずとそれ以降の時間の推移の指摘は読者の緊張感を高め

ることになる O そして中期においては単に事件が経過して行くことに付随していた，一見

特別な意昧を持たないような時の経過の指摘が，時の経過そのものの感じを意識させるの

である。時間は結婚式までの日程を刻むように進んで行く。特別な事件は起こらない。不

安はナージャの心の中で本人も明瞭にとらえられないかたちで膨らんでいく。そして時は

ナージャの心の不安の性格を反映するかのように最初はゆっくりと進んで行く o ではこの

物語における時の経過の指摘とクロノロジカルな出来事の継起を追ってみよう。

官頭は「もう夜の10時頃で……」と，時の指摘で始まる。シユーミン家では晩祷式がちょ

うど終わったところであり，ナージャは庭に出て来ている O 続いてサーシャが出て来て一

人の会話がある。それから夜食の場面になり， r夜食がすむと……Jr婚約者を送り出すと
…・・」と，時の経過の指摘とそれにしたがって起こった出来事がとぎれることなく語られ，

ナージャが自室に引き揚げて第 1章は終わりになる。第 2章は第 1章の夜に続く明け方「朝

の2時頃」に始まり，午前中の時がゆっくり進んで行くことが記され(r時計の針がのろ
のろと動いてゆく……相変わらずまだ朝が続いているJ)，午餐(f2時にはみんなは午餐

の席についた……食事がすむと……J)，夜(r日暮れ前に……10時すぎに……ナージャは
お休みなさいを言って二階の居間へ引きとり，横になるとすぐに寝入ったJ)，夜中(rあ
たりがほんのり白むころになると……J)，と一日の時の経過がとぎれることなく記されて
いき，章初めと同じような明けがたで終わる (9)。第 3章は 6月中旬に話が一気に飛ぶ。(r6 
月の半ばになると……J)結婚式がいよいよ近づき，今度は時が素早く過ぎていくように

なる。(r時はずんずんたっていった)Jペテロの日(6月28日)に新居の下見に出かける。

ハ『
U
0
0
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第4章は続く夜中，第 5章はその翌日の家出，そして第6章は一種のエピローグとなって

おり，家出から一年が経過したやはり 5月(r秋が過ぎ，やがて冬が過ぎて行ったJ)，帰
省したナージャは (r5月が過ぎて 6月がやって来たJ)家が自分とは全く無縁のものと
なったことを悟り，今度ははっきりと自覚的に家と決別するのである O

以上のように物語は自然の時間の流れに沿って進展していき，その際時の経過について

指摘されるが，それは単に指摘されるだけではなく， rゆっくりとJとか「すばやくJと
かいう形容語を伴う場合もあり，この時の経過の指摘はただ状況設定をするためというよ

り，時の経過そのものを示すこと，時の経過そのものに意昧があるかのようである。

また時の経過そのものがi直接指摘されるだけではなく，それ以外のモチーフやディテー

ルによりそれが暗示され，時間が経過するというイメージを形成する O 例えば第 2章の冒

頭と章末でナージャが眠れぬままに物思いに耽っているとき，外で夜回りの拍子木の音が

聞こえるが，この一定間隔をおいて聞こえてくるカチ・カチ，カチ・カチという音は，ナー

ジャの不安な心の動俸と呼応すると同時に，時の経過を感じさせる効果を出している O

『僧正j(1902年)のプロットの性格は『いいなずけ』のそれによく似ている。主人公

の僧正ピョー卜ルはチフスにかかっているのだが，体調の異変を感じつつも，復活祭に至

るまでの一週間の勤めを果たしていく O そして復活祭前日に病状が悪化して死ぬのだが，

物語はこの「事件jに向かつてやはり日程を刻むように進んでいく O そしてこの物語にお

いては『いいなずけ』以上に時の経過の指摘が頻繁になされ(r今何時かJr1l時になった
ところでございますJrもうそんなにおそいJr 1時半に朝の勤行の鐘が鳴ったJr夕べの
勤行の鐘が鳴りJr一日が過ぎていったJr勤行が終わったのは12時15分前だったJ)，日々
の決まった時刻に決まった仕事，決まった生活をくりかえすことが語られるが，この同一

モチーフ(勤行に行く O 勤行から帰り，自室で、床につく O 月光がさしている。壁の向こう

でシソーイ神父と母の話し声が聞こえる。思い出にふける。最後に部屋に入って来たシソー

イとの対話)のくりかえし (10)と時の経過の感じが，この物語の主要なイメージをつくり

あげている O

『犬を連れた奥さんj(1899年)の場合はいささか事情が異なる O この物語においては，

前述したこつの作品とは異なり，顕在的な出来事の発展がある O 主人公二人の出会いが発

端であり，二人の関係の発展がこの物語を進展させて行く原動力であるが，主人公グ一口

フの内的葛藤はヤルタにいる聞は潜在的で，ただアンナの独特なきまじめさにとまどい，

別れた後に軽い良心の阿責を覚える程度である。グーロフの心理的葛藤が顕在化するのは，

モスクワに帰ってアンナのことが忘れられなくなってからであり，これ以降はこの心理的

葛藤を原動力として物語は進んで行く O しかし物語のタイフは明らかに中期の集中型とは

異なり，後期特有の進行していく時間の中で出来事が展開していくという印象を受ける。

それはこの物語が短い形式の中に，二人の出会いー親密になるー別れ一忘れられず会いに

行くー愛の確認ー逢い引きを続ける，という出来事の展開を保障する，比較的長い時間の

幅を視野におさめることを必要としていること，そしてこの事件の展開を語るのにある限

られた時点だけを集中的に表現するのではなく，基本的に全体に粗密のない一定のテンポ

で語られていくということ，そして要約的表現で語られる部分が多いことにより引き起こ
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されているのである(11)。

また物語世界が進行の相においてとらえられていることから，後期に特徴的な時間構成

と語りのテンポが生まれる O 前者はプロローク*やエピローグあるいはそれに準ずるものの

存在であり，後者は要約的な語りのテンポである。fいいなずけjにおいては純粋なエピロー

グではないが，最終章(第 6章)の，家出の一年後の帰省という出来事が，第 5章までの

物語と時間的に隔てられており，エピローグ的結末になっている口この「エピローグJで

ナージャはサーシャとも家ともはっきりと決別するのである O また H智正jにおいては僧
正の死の翌日の復活祭の陽気な賑わいと，ひと月後に，僧正だった死んだ息子のことを語

る母親の後日談がある o r犬を連れた奥さん』においては第 4章が3章までの出来事から
かなり隔たっており主人公二人のその後の状態を語り，二人の前に横たわる苦しい道の

りを暗示して終わる o r新しい別荘Jにはプロローグとエピローグがある O プロローグに
おける建設中の橋の行情的描写は，橋の象徴的な意昧を暗示しており， rいいなずけ.]官
頭の持情的暗示的表現と似通った性質をもっている O エピローグの村人たちの物思いは，

新しい別荘の住人と村人たちの対立・離反に現れた相互不理解というこの物語のテーマ

を，当事者ではなく一歩退いた視点から眺める位置を読者に提供している。ほかにも『往

診中の一事件.]rイオーヌィチ.]r生まれ故郷でJにも同様の時間構成が見られる O このよ
うな後期に特徴的なプロローグとエピローグの存在は，後期の物語世界が単に時間進行の

相で捕えられているのみならず，物語世界の人物たちよりずっと大きな位置からこの世界

を眺める視点があることを示している。また比較的短い作品の題材としては対象とする物

語時間の長さが長いこと一一一例えば f犬を連れた奥さんJは長編向きの題材であるとも

言える一一ーも，このような手法を生む原因となっていると考えられる O

これに対して中期作品における時間構成に特別な仕組みはない。物語世界の時間の幅は

短い場合が多く，緊密な構造体として出来事の発端から結末まで一気に進行していく。そ

のテンホ。は主人公の心理と主人公を取り巻く現実とを読者に十分納得のいく程度に説明す

る情景再現的テンポであると言えよう(12)。

(2) 葛藤の性格，量示のしかたとその表現方法

では以上のような単線一進行型のフロットをもち，クロノロジカルに進んで行く物語の

基本構造にあって，葛藤はどのような性格をもち，どのように表現されていくのであろう

か。

後期においてもほとんどの作品が主人公の心理的葛藤を物語の中心的な要素としてい

る。しかしこの主人公の葛藤の表現方法は中期の綿密な再現的なそれとは異なり，あると

きは断片的，あるときは例示的，またあるときは暗示的である O そして心理描写そのもの

によるのではなく，他の構成要素による象徴的表現が特徴となっている O

① 暗示的，象徴的手法

[いいなずけJを例に主人公の心理的葛藤の表現方法を見てみよう O まず第一に物語の

出発点をなす葛藤の内容は明示されない。それは予感的に暗示されるのである。主人公ナー

ジャはひと月後に結婚式をひかえ，幸せなはずの身分なのだがなぜか不安でソ心落ち着かな

い。ナージャの内面描写は第 2段落の極めて行情的で、象徴的な予感の啓示から始まる。
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「庭はひっそりとして肌寒く，暗い物静かな影が地面に落ちていた。どこか遠い，ずっ

と向こうの町はずれのあたりで，かえるの鳴き交わす声が聞こえた。五月が，いとしい五

月が感じられる f思わず吸う息が深くなり，この庭先ではなくどこか遠い空の下，木立の

上に，町を遠くはなれた野原や森かげに，今この瞬間，弱い罪にけがれた人間にはわから

ない神秘的な，うるわしい，豊かで清らかな春のいとなみが，さっと広がったのではない

かと思いたくなる。そしてなせずか，泣きたいような気がしてきた。」この部分にはこの物

語のキーワードと中心的イメージが凝縮されている o I庭JI五月JIどこか遠くで」とい

う言葉は，この物語の終わりに主人公が旅立つことになる新しい世界を暗示し，象徴する

言葉で，これから先もそのバリエーションとともにくりかえし登場してくる。そしてここ

でナージャは「なぜか」泣きたくなるのだが， Iなぜか」という言葉はこの物語にあって

は実に13回もくりかえされ，主人公の内面を分析的にではなく暗示的に表現する特徴的な

形式となっている O 主人公の心はこの「なぜかJに導かれて呈示されていく O 続く段落で

はナージャは台所から聞こえてくる夜食の準備をする物音を耳にして「なぜかこんなふう

なことが一生涯，いつはてるともなく，このままつづいてゆくのではないかという気がし

て」くるのである O ここでの「いつはてるともなくJという永久不変のイメージはナージヤ

が決別することになる旧世界のイメージであるが，ここでも「なぜかJI気がするJので
ある。続くサーシャ(ナージャが家出をするための扇動者の役割を果たす)の登場と，彼

との会話においても，ナージャは彼のいつもの意見(この家の者たちが皆無為徒食をして

いるという批判)を聞くと「なぜかむかむかしてきた」のだし，健康で華やいだ自分がこ

の病身で痩せ細った青年と並んで歩くのは「なぜか気づまりな気がしたjのである。

第 1章においては物語の登場人物の紹介と基本的状況設定がなされるのだが，以上のよ

うに肝心の主人公の心理的葛藤は「なぜかj心落ち着かないという主人公の意識そのまま

が呈示され続けるのみで，読者には葛藤の本質は依然として暗示として止どまっているの

である(13)。

この導入部の主人公の心理的葛藤の呈示のしかたを，前述した中期の作品と比べてみよ

う。『不快なできごと』においては，まず冒頭で主人公の医者と薬局員の簡潔な紹介があっ

た後， I回診を始めるか始めないうちに， ドクトルは，ごくつまらぬことが非常に気がか

りになりだした」として，薬局員の衣服の乱れが描写される o Iドクトルはまじまじと彼

を見つめて，この原因をさとった」とあって薬局員の外見から「昨夜からの酔いが重苦し

く残っていることは，一目瞭然だったJIかねがねこの薬局員を嫌いで，それに対して自

分なりの理由をもっていたドクトルは， rちゃんとわかるぜ，君は酔ってるね/Jと言っ
てやりたい気持ちを強く感じたJIと，また新しく憎悪がこみ上げてくるのをおぼえ」助
産婦に至るまで自分の職務を遂行していないのに気づくと， I思うさまどなりつけ，何も

かも打っちゃり，唾を吐きかけて，立ち去りたくなったjというように実に具体的かっ綿

密に事件の生起する局面を描き，逐一主人公の心理が語られるので，読者は事件の具体的

展開の様子と，この医者が薬局員を殴打してしまうに杢る心理的経過を全く納得的に受け

入れることになる O この作品においてはこの後も全編がほぼこのような明快な調子で語ら

れている O

つ』ハHd
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『隣人たちjは「ピョートル・ミハイルィチ・イワーシンはとても不機嫌だったJとい
う心理描写から始まる。そしてすぐに「結婚前の妹が，ヴラーシチという妻のある男のと

ころへ駆け込んでしまったのである」とその不機嫌の原因が簡潔に述べられ，主人公の重

苦しい気持ちと家の中の緊張した様子があわせて語られていく。ここでは実に冒頭の 2行

で、中心的葛藤が語られてしまうのである。

f名の日の祝いJと『女の王国jにおいても冒頭あるいはそれに近いところで主人公の

心理的葛藤の内容がすべて呈示されてしまう。

以上のように中期においてはまず葛藤の呈示，それからその展開・進展というコースを

たどり，極めて具体的，明瞭かつ説明的，分析的に語られて行くのに対し，後期において

は葛藤の是示そのものが実にゆっくりと時間をかけてしかも暗示的非分析的になされて行

き，それはあたかも葛藤の呈示そのものがその物語のテーマであるかのようなのである。

さて[いいなずけjにもどり第 2輩にはいると「なぜかJに「なぜJrどうしてJとい
う疑問の言葉が加わり，ナージャの疑惑はいよいよ進展していく。しかしこれらの心理描

写は中期におけるように綿密に因果的に主人公の心の動きを追っていくのではなく，断片

的であり，主人公は現実に引きずられてあれこれと思い描き，思考するのではなく，ただ

感じ，思い浮かべるだけであり，主人公の内面表現のためには極めて制限されたモチーフ

が静かに積み重ねられて行くのである。 (r彼女はなぜか得体の知れない重苦しいものが自
分を待ち受けているような恐怖や不安を覚え始めていたJrああ，どうしてこんなに気が
重いのかしら./Jrそれにしてもどうしてサーシャのことが頭から離れないのだろう ?Jrな
ぜだろう?J rなぜいままで……なぜ……気づかなかったのかJ)
この心理描写の量的質的変化一一つまり量の減少と説明的描写でなくなること一ーを

補うかのようにあるいはそれに取って代わるかのように，物語を構成する他の要素一一

つまり他の登場人物たちとその役割，風景描写などのディテールの役割，場の機能など

一一一の比重が相対的に増し主人公の心理を表現する役割を果たしていく O そして物語の

展開は中期に見られたように，主人公の綿密な心理描写と物語世界の現実再現的な描写に

よって集中的に表現されるのではなく，主人公の心理表現の質そのものが暗示的なものに

変化するとともに，現実再現的描写も後に述べるように極めて暗示的，意図的，構成的と

なり，これらの構成要素全体で総合的に物語世界を織り上げていき，結末のナージャの家

出を正当化する動機づけを形成していく(14)。そしてこれらの構成要素としてのモチーフ

は，先に述べたように事件発生に伴う自動的運動として展開していくのではなく，ひと月

後に迫った結婚式への日程を一日一日と埋めていくクロノロジカルな時間の歩みそのもの

を縦糸にして織り合わされて行くのである O

『僧正jにおいても冒頭の象徴的暗示的状況設定に始まり，僧正の病状の悪化を縦糸に，

現状への不満・幻滅と帰らぬ過去へのあこがれが，それらを体現している母親という具体

的存在を通して集中的に語られていくのだが，その語られかたは僧正の綿密な思考による

のではなく，前節で述べたような僧正の日々の決まりきった生活のくりかえしによってっ

くりだされる総合的イメージによって次第次第に形成されていくのである O

主人公が思考するのではなくただ思いを思い浮かべるだけであるという状況は f荷馬車
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でj(1897年)において最も特徴的に現れている。村の女教師である主人公は，町で給料

を受け取って荷馬車で村ヘ帰る途中ひたすら，気がかりな日常生活の蹟事一試験のこと，

薪のこと，守衛のことなどをくりかえし思い返すのみである O この物語にあっては荷馬車

で道を進んで行くことそのものが，物語を進行させていく原動力であり，何らかの事件が

起こって主人公が葛藤に巻き込まれるというようなことはない O ただひたすら悪路を行く

という状況が主人公の人生を象徴しており，その道中に彼女が思い浮かべる事柄が主人公

のおかれている状況を次第に明らかにしていき，また同じような思いが常にくりかえされ

ることによって彼女の人生の単調さ，味気無さのイメージを生み出している O

主人公の心理的葛藤のクライマックスが象徴的手法により表現されるのも後期の特徴で

ある。冒頭の，物語のテーマを暗示する象徴的場面については fいいなずけJと『僧正』

のところで述べたが， rl iいなずけ』においてはさらにクライマックスにおいても象徴的
手法が用いられる O 主人公が新居下見の後，耐えられなくなって母親に気持ちをうちあけ，

学びに行かせて欲しいと頼むが，これは嵐の夜で，嵐が暖炉を鳴らす無気味な音とナージヤ

の気持ちの高ぶりが交互に語られ，母親に理解されなかったあと，一晩中まんじりともせ

ずに考えこんでいる時には，嵐は絶えず窓を鳴らし続ける。そして夜が明けると庭のりん

ごがみんな落ちて，古いすももの木が一本折れてしまったことがわかる O この朝ナージャ

はサーシャに家を出る決心を伝えに行くわけで，この夜の嵐の音と木の実が落ちてしまう

ということは，ナージャの心の動揺・高ぷりとその結果もたらされた決意を象徴的に表し

ている O

『荷馬車Jにおいては「母」が幸せな生活のイメージシンボルとしてくりかえし登場し，

そして一瞬の母の幻影がクライマックスを形成する O

この外にも『犬を連れた奥さんjのオレアンダの場面， r職務の用事でjr往診中の一事
件jr知人の家で』においても，主人公の心理的葛藤のクライマックスが象徴的手法によっ
て表現されている O

以上見てきたように後期における主人公の心理的葛藤の呈示のしかたとその表現方法

は，直接的表現においては断片的，例示的，暗示的であり，分析的ではなく，冒頭とクラ

イマックスにおいては象徴的手法が特徴であると言えよう O

② 副次的人物の象徴的機能

主人公の直接的心理描写の量が減少し，説明的描写ではなくなることにより，物語を構

成する他の要素の比重が増してくるわけであるが，では副次的人物たちはどのように描か

れ，主人公の心理的葛藤を描くうえでどのような役割を果たしているのであろうか。中期

においては主人公と副人物との葛藤がテーマであり，副次的人物たちは主要事件を構成す

る不可欠の要素になり，主人公との関係で登場してくる。『不快なできごと』では医者の

オフチンニコフが薬局員のザハロウィチを嫌悪して殴ってしまったことこそが物語の発端

であり，他の人物たち一一看護婦，判事，郡会議長等もすべてこの事件とのかかわりで

登場してくる o r隣人たち』においても同様で，主人公の妹と隣人のヴラーシチは主人公
に葛藤をひきおこした張本人であり，主人公が二人に会いに出かけ，二人との対決が物語

のクライマックスをなしている O 他の人物たち一一一母親，叔母，警察署長も事件をひき
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おこした主人公のt世界の重要な構成メンバーとして登場してくる O
では後期作品においてはどうであるか。後期においては人物聞の葛藤がテーマではなく，

主人公の変化が重要である。そして副次的人物はこの主人公の心理的暮藤を表現するため

の特別な機能を果たすことになる。

『いいなずけjの例を見てみよう。まず中期においては主人公の葛藤の対象となり得た

であろう婚約者のアンドレイは，その本来の重要なはずの役割にもかかわらず，物語の当

初から主人公との関係ではほとんど描かれず，スケッチ的にその性格づけがなされるだけ

である O 彼が主人公との関係で役割を果たすのは，主人公を彼から引き離すモメントにお

いてのみである O 新居ド見のエピソードでアンドレイはその本質的役割を発揮する O アン

ドレイは新居の部屋べやを案内してまわり，有頂天になり満足しきっている。この時ナー

ジャは自分がアンドレイを愛していないことをはっきりと悟る O そして新居のすべてが耐

え難い俗悪さに思え，一刻も早く逃げ出したくなるのである。この嫌悪と軽蔑がナージャ

に家を出る決心をさせる O アンドレイはナージャの心理過躍にあっては結婚に象徴される

旧世界の俗悪さをはっきりと悟らせる役回りとして登場しているだけである O

母親とサーシャはナージャにとってちょうど対立する立場・世界を代表する人物であ

るO そして母親に対する評価が低下するとほぼ同時にサーシャに対する評価が上がるとい

う関係にある O まず第一に母親であるが，彼女はナーシャの心理の変化を表現するための

非常に重要な役割を果たしている O 彼女に対するナージャの価値評価がそのまま旧世界に

たいする評価を代弁することになる O ナージャの旧世界にたいする評価が系統的に明瞭に

表現されるのは母親に対するときのみである。これに対してサーシャは新しい世界への案

内者であり，古い世界へのあからさまな批判者である O

物語の発端では母親はナージャにとって，若く，並外れた人で，彼女の話すことはすべ

て深い神秘的な意昧をもっているように思われ，信頼されるべき存在であった。ところが

サーシャはナージャがほめる母親を教養があるのに現実に対する認識がないと批判する。

そして当のサーシャはナージャの目にはいつも同じことばかり言っているこっけいな人間

に映っていたのだが，今回はサーシャの言うことが「なぜか」腹立たしく思えるのである。

このナージャのサーシャに対する気持ちの変化は，自分でも捕らえがたいもので二度も「な

ぜか」という言葉が使われている。このように物語の冒頭では，近づいてくる結婚に対し

て漠たる不安を抱いているナージャの心理の変化はサーシャに対する気持ちの変化となっ

て現れる。しかし母親に対する信頼はまだ確固としてある。第 2章でナージャが母親に夜

眠れないことを話すと，見当ちがいの答えが返ってくる O この時ナージャは生まれて始め

て母親が自分を理解していないし，理解出来ないことを知り恐ろしくなる O その夜自室で

ナージャは「なぜJ今まで母親を何か特別な並外れた人だと思っていたのか，かえって不

思議に思えてくる，母親は単なるごく普通のありふれた不幸な女だということが，今やナー

ジャには明瞭になる。母親の偶像が落ちると同時に，サーシャは風変わりでナイーヴで彼

の言う夢は何か馬鹿げてはいるが， IなぜかJそれが素晴らしく思えてきて，勉強しに行っ

てみょうかと思ってみてうれしくなる O

家出から一年後にナージャはモスクワのサーシャの所に立ち寄る。サーシャは相変わら
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ずの様子をしているが，ナージャにとって「なぜかJくすんで田舎臭く見え，昨年のよう
に新しく，知的で，興味深い人とは思えない。ナージャは一年の首都での生活で，一年前

のままのサーシャを乗り越えたのである。家に帰ってみると母親は相変わらずの服装をし，

相変わらずのことを話しているが，ひどく老け込みしぼんでしまったようだ。ナージャは

もう母親の話に耳を傾けようとはせず，話を開きながら寝入ってしまう O 偶像が落ちてか

らの母親に対するナージャの気持ちは冷静で批判的である。そしてサーシャが入院してい

るという便りが来るがサーシャの死の予感はもはやナージャの心を以前ほどかき乱さな

い。サーシャとの交際は今ではもうなつかしいだけの速い遠い過去のような気がするので

ある O サーシャの死の知らせが来たときナージャは家のすべてのことが自分には無縁のも

のとなったと自覚し永久に家を去るのである O

以上見てきたようにナージャの，母親とサーシャに対する気持ち・評価はナージャの心

の変化を明瞭に表している O 並外れた人だと J思っていた母親が平凡な不幸な女でしかない

とわかったとき，ナージャは母親の属する旧世界と精神的に決別したと言える。そしてそ

れまでぼんやりと気にかかる存在であったサーシャの方に一気に走ってしまうのである O

そして一年もするとサーシャまでが古臭いものに見えてくる。このサーシャへの評価の変

化がナージャの第二のそして決定的な旧世界との決別となる。

以上のように『いいなずけJにおける副人物は主人公の心理描写に代わって主人公の心

の変化のモメン卜を表す象徴的な役割を果たし，主人公の心の変化を表現する補助的役割

を担っている。

③ 場所の象徴的機能

次に場所の象徴的機能を『いいなずけjを例に見てみよう O

ナージャの生活空間は非常に限られている O 彼女が最も落ち着いている場所は自室であ

る。自室は彼女の現存在を表している。これに対して相対立する二種の象徴的場所・空間

が対比される。一方は階下，広間，台所それに母親の部屋に象徴される旧世界の空間であ

り，もう一方は「どこか遠くJという言葉で漠然と表される新しい世界，未来であり，ナー

ジャの家に居てこの未来につながる場所一一庭である O 現在の存在としての庭は未来に

開かれた場所として重要な象徴的機能を担っている O まずナージャの基本的居場所である

自室について見てみよう O ナージャは自室に一番長く居ることになるが，ここでこそ不安

を反第し，思い悩み，自分と向き合い，母親と対立し，出立する決意をする O つまりナー

ジャの心の葛藤の場である。そしてナージャは心理的動揺を起こした場合にはすぐにこの

自室へ戻るのである o I彼女は急いで自分の部屋ヘ帰った」という表現が頻繁に使われる。

自室は彼女の避難所でもあるのだ。そしてここは常に旧世界と新世界とが交差する場でも

ある。旧世界とは自室に居て常に聞こえてくる階下の物音，人の気配によってもつながっ

ているし，頻繁に訪れて来る母親によってもつながっている O また新世界とは窓を通して

眺められる庭によってつながっている O そして階下の物音に対する言及は実は頻繁になさ

れるが，それはナージャの生活が旧世界から切り離せない位置にあるということを示すと

ともに，少し離れたところにいて旧世界と一定の距離を持ち，それを批判的に見る位置を

も保障しているといえる。事実ナージャは階下ではほとんど活動しないのである。これに
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対して窓外の庭の景色はどうか。こちらは階下の物音ほど頻繁には言及されないが，視覚

表現は持情的で、ニュアンスを伴っており，語り手のあるいはナージャの思いを反映する情

最となっている。第 2章冒頭にナージャが目覚めて眠れないままに窓の外の景色を眺めな

がら物思いにふける場面があるが，ここでの自然描写では自然の擬人化と比輸のナイーヴ

さがナージャの視点を思わせ， 1遠くでJ1若いJ1はなやいだjという新しい未来のキーワー
ドがくりかえされ，この庭が未来ヘ聞かれたものであることを示している。また嵐の夜に

庭のりんごがみな落ちてしまったのは，前述したようにナージャの決心を象徴しているし，

ナージャが庭にいるときは，冒頭のように新しい世界を予感するか，サーシャが家の人た

ちの批判をするか，素晴らしい未来像を諮るかして，ナージャの覚醒を促す場となってい

る。そして旧世界の象徴としての特別な場所，ナージャたちの新居はその様々な調度が詳

細に描写され，全体の簡潔な描写のなかで、際立つた位置を占めている。

以上のようにこの物語においてはそれぞれの場所が象徴的機能を帯びており，ナージヤ

の心理的葛藤はその場とのかかわりでも系統的に表現されているのである(I5)。

④ イメージ形成の方法としてのくりかえしの手法

これまでの項でも少しずつふれてきたが，後期における主要な方法の一つに，くりかえ

しによるイメージの形成がある O 中期的作品においては極めて現実再現的手法により具体

的事件が描かれているので，この方法が意識的に使われることはほとんどなかった。しか

し後期作品においてはこの手法は随所に見られる O 後期にくりかえし表現が多いという現

象はフ。ロットの性格に由来している O 中期のような状況暴露型，事件展開型の物語におい

てはモチーフのくりかえしは起こりにくいのに対して，後期の時間進行型のプロットにお

いては移りゆく時のイメージがくりかえし表現によって表現され得るからである。

『いいなずけjにおいては単なるくりかえしだけではなく同様のイメージを形成するキー

ワード群の多用が見られる O 旧世界をイメージさせるキーワードとして「不変J1長いJ1速
い昔」などがある。これらの言葉は必ずしも旧世界そのものを形容する言葉として使われ

るわけではないが，積み重ねられていって全体として旧世界のイメージを形成していく。

これに対して新世界のキーワードは「若いJ1どこか遠くでJ15月J1はなやいだ」など
である。また人物の行動パターンのくりかえしも特徴的である。前述したナージャが自室

に戻るという行為もそうであるが，この物語においては特にサーシャの形象において著し

い。(身振り，話しぶりの癖など)

『僧正Jにおいては前述したように，くりかえし表現がイメージ形成の主要な方法となっ
ている O 他にも『新しい別荘jr可愛い女JrイオーヌィチJr荷馬車でjにおいて，モチー
フの繰り返しがプロット構成上，イメージ形成上の主要な方法となっている O

n.象徴的リアリズムの方法とその意議

作品の印象の違いを出発点に，中期と比較しながら後期の創作方法の特徴を考察してき

た。基本的観点は 印象の違いをひきおこしている中心的要悶はプロットとそれを性格づ

ける葛藤の性格であり，物語の構成要素の特徴はすべてこのフロッ卜と葛藤の性格に由来
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するということであった O そして中期においては具体的事件とそれに巻き込まれた主人公

の心理上の葛藤が物語を展開させていく基本動機であり，物語はこの葛藤を核として因果

関係にしたがって発展していった O これに対して後期においては葛藤そのものに物語を展

開させていく力はなく，自然の時間の推移が物語を進行させていく基本的な力となってい

る。そして葛藤は核としては機能せず，進行していく時間のそれぞれの段階における主人

公の心理的発展段階を示すだけの役割を果たしている。つまり中期においては物語世界と

主人公の心理は，状況と展開の相でとらえられ，状況の暴露が目的であったのに対し，後

期においてはそれらは進行の相でとらえられ，状況と主人公の変化あるいは不変化を記録

するのが目的であったと言えよう O このような設定において，中期における主人公は巻き

込まれた事件の中で悩み，思考し，事件解決への道を探しもとめるが，どうどうめぐりに

終わり，結局はふりだしに戻る場合が多い。後期においては逆に主人公は結末においては

出発点とは異なる地点に達することが多い。そしてこれらのフロットと葛藤の性格は語り

の性格と結びついている。中期においては主人公の視点で，主人公の内側から接写された

世界が，主人人公の揺れ動く心の綿密な軌跡とともに描かれたが，後期においては主人公

よりずっと大きな視野をもった語り手の視点から物語世界が見渡され，主人公の心理もよ

く整理されて語られている O また語りのテンポも，中期においては場面再現的テンポであ

るのに対して，後期においては語りのテンポが速く，要約的語りが多くなっている O

以上のような構造的特徴をもった物語において物語世界と主人公の心理はどのような表

現方法によって描かれているかということが次に生じてくるテーマであったO 中期におい

ては物語世界の現実再現的描写と主人公の心理の綿密な描写にその特徴がある O 心理描写

は直接的で分析的である O これに対して後期においてはあらゆる構成要素があるイデアを

表現するための手段として極めて意図的に組み合わされ，緊密に構成されている。主人公

の心理も直接的表現は断片的，例示的で分析的でなくなり，むしろ間接的表現が多くなる。

そして重要なモメン卜は暗示的，象徴的手法によっている O また副次的人物や場所，風景

などの象徴的機能も重要である O そして肝心なことはこれらの象徴的手法が部分的に使わ

れているのではなく，プロットの性格に由来する構造的なものであるということである O

モチーフ，ディテールはくりかえしにより，あるいはバリエーションの集積により総合さ

れて，あるイメージとして読者に受け入れられる O このように単なる自然的時間の推移と

モチーフ，ディテールの集積により進行していくことにより，物語は伝統的短編小説の調

子，つまり集中・凝縮型から解き放たれ，拡散・平明の調子を帯びることになる。

中期において，ある特定の具体的状況における人間心理を，短い物語内容の時間を題材

に集中的に表現し，いわば一点を深化する求心的方法を追求したチェーホフであるが，こ

の方法で作品の規模を拡大した長編小説へは向かわず，後期においては，逆に短い形式の

中に長編小説の題材，テーマを取り入れたと言えよう。題材となる物語内容の時間は長く

なり，時の経過の感じが現れるが，それを保障するのが自然の時間の推移を基にした単線

進行型のフ。ロットであり，要約的，断片的，例示的，暗示的，象徴的等の表現方法であっ

たのだ。そして中期の関心があくまで現実の具体的・社会的問題とその中で格闘する人間

心理に向けられたのに対し，後期においてはより大きな世界に向けられ，自然と人間存在，
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時間と人間存在のテーマが背後に横たわる根本問題となってくる O ここから個別的体験を

一般化する語りの視点が出現する O 以上をまとめるならば，チェーホフは後期の象徴的リ

アリズムの方法によって，短編的題材，テーマの枠を越えた新しいタイプの短編小説の創

出に向かったと言えよう O

m.創作方法発展の様相と後期象徴的リアリズムの方法の位置

前章で述べたような象徴的リアリズムの方法は後期になって突如として現れたものでは

もちろんな~)。初期のユーモア作家時代にもその萌芽的形態は存在するし，中期において

も一定程度存在する O また中期的タイプの作品は初期にも存在する。本章においてはまず

初期にもどり，初期の創作方法の特徴を概観したのち，それぞれの期の方法，タイプがど

のように引き継がれ発展したか，あるいは先行する期にどのような萌芽状態を持っている

かという創作方法の発展の様相を見てみたい。

初期においては単なるおかしみを目的とした軽いユーモア小品を除いても，いくつかの

タイプがある O 一つは多くの場合トリックや落ちを持つある出来事をプロットの基本にし

ているタイプで，それは例えば最初期の『りんごのために.] (1880年)に始まり f小役人

の死.] (1883年)rかきj(1884年)r大さわぎJ(1886年)rたわむれJ(1886年)と一定の
割合で続いていく O また対話によるおかしみが主要な特徴となっているタイプとして『わ

かってくれた〆J(1883年)r外科.] (1884年)r暇つぶし.] (1885年)rわるものJ(1885年)
などがあるが，このタイプは次第に少なくなる傾向にある O 一番多いタイプは情景もので，

f秋J(1883年)rでぶとやせた男J(1883年)に始まる初期の多くの代表作がこのタイプ
に属する。この情景ものは，ある限られた情景の背後に主人公たちの人生や物語を感じさ

せるものであるが，この情景ものの変種として，ある場面だけを描いて，大きな視野から

人間存在の宇宙的性格，人間の理解できない超自然的世界を暗示するような作品もある。

それは『死体J(1885年)と『幸福.](1887年)であり，これらのテーマは中期の出発点と
なった『広野.] (1888年)それから『大学生j(1894年)によって発展させられる。以上の

ような初期的タイプに共通の性格は語りの視点が語り手にあり，多くの場合は主人公の内

面に入ってそれを描くことをしない外的視点によるものである。主人公の心理はその発言

と行動によって示される。このような初期的タイフの作品は中期，後期になるとほとんど

存在しなくなる O 少しだけ残っているのは中期においては『ねむいJ(1888年)r美女J(1888 
年)rかけ.] (1889年).後期においては fクリスマス週間J(1900年)のみとなる O 初期的
作品は上述したような点においてチェーホフ的短編の一つのタイフを創出したのである O

では今度は後期の方からさかのぼって見てみよう O 自然の時間の推移を原動力とし，主

人公の心理表現が綿密な心理描写によらず，むしろ物語世界を構成する様々なモチーフ，

ディテールによって間接的に象徴的に表現されるという後期作品の基本的特徴をそっくり

備えている作品はやはり存在しない。が，それらの特徴のひとつである自然の時間の推移

をプロットの基本的特徴とする作品はいくつか存在する O 例えば最初期の作品『ねこゃな

ぎJ(1883年)と f嫁入り支度.](1883年)である orねこゃなぎjはメルヘン調の作品だが，
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f初めにJrそしてJr最後にJというプロットの基本構造を明確に持ったチェーホフには
珍しいお話しである。郵便馬車強盗という事件が発生し，しまいにはその強盗が郵便配達

夫の幽霊に悩まされて入水自殺してしまうのだが，これらの事件が川岸のねこゃなぎのか

たわらでいつも釣りをして暮らしている爺さんが目撃するかたちで語られており，生々し

さがなく，過ぎて行く大きな時の流れの中で，ある時起こった出来事として眺められる。

このような，出来事を大きな視点から語る調子は，後期の『新しい別荘jにつながるもの

である。 f娘入り支度Jは時の経過が物語を進展させていくのではなく，実際には一定の
時を隔てた三つの場面からなっている O しかしそのことによって時の経過とそれによる状

況の変化と不変化をあざやかに浮かび上がらせている。そして両作品に共通している，も

う一つの後期的特徴はモチーフの繰り返しである。『ねこゃなぎjにおいては死者の幽霊

が出るというモチーフ.r嫁入り支度jにおいては語り手の三度の訪問で目にすることが
同じモチーフで構成されており(女主人の客への対応のしかた，娘の態度，娘の結婚話，

嫁入り支度の衣服をいつも縫っていること，垣間見える人見知りする叔父の姿，肖像画な

ど)同じであることによって，彼らの生活が何の変化もなく十年一日のごとく過ぎて行っ

ているということ，しかもまたその同じモチーフの中の前回の訪問時との違いにより，確

実に人々は年をとり衰えて行っているということが痛ましく思い知らされるのである。こ

のようなモチーフのくりかえしがプロットの基本になっている典型例は，後期作品の中で

は『可愛い女jであるが『いいなずけjr僧正jr新しい別荘jrイオーヌィチjr荷馬車でj
『百姓たちJなどにおいてもモチーフのくりかえしの効果は大きい。そして上述のような

プロットの構造は，中期においては開花せず，後期において主要なものとなるのである。

中期においてこのタイフの作品と言えるのは『グーセフJ(1890年)一編のみである。そ
のかわりこの作品は後期的特徴をそっくり具えている O そして中期における後期的特徴の

発現はいくつかの作品に部分的に見られるに過ぎない。例えば『隣人たちJにおける主人

公の心理に呼応するかのような風景描写.r黒衣の僧』における場の象徴的な使い方など
がそれである(16)。

中期において心理的リアリズムの方法が優勢となるのだが，ではこのタイプの初期にお

ける現れはどうであろうか。初期においては語り手の視点による，描写や主人公の内面描

写が圧倒的に多く，主人公の視点からその心理の動きを綿密に描写することを主要方法と

した作品は多いとは言えない O しかしそういう中でもすでに1883年に『ぬすびとJという

作品が登場している。この作品においては一流刑囚の視点からその心理の動きを中心に，

流刑地での人間関係，状況が集中的に描かれており，この手法でそのまま作品の規模を拡

大すれば中期の作品として通用するほどである O しかしその後は『薬局でJ(1885年)r初
舞台j(1886年)r旅中j(1886年)に見られるのみでこのタイフは発展しない。しかし
1887年になると『ヴ、ェーロチカjと fヴォローヂャ』という中期的と言っていい作品が登

場する O また『ドクトルJr接吻Jにも中期的傾向が見られるがフロットの中心にトリッ
クがある点で初期作品との混合物であると言えよう O また中期的作品は前述したように，

後期においては再度現れることはなかったということは注目に値する。

以上見てきたように，チェーホフは当初のユーモア作家時代に，限られた長さとテーマ，
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スタイルの枠内で作品を多数書くことにより，より効果的に人生の断面を，人間心理の断

面を描き出すことに習熟していき，情景的リアリズムの秀作を多数世に送り出し，チェー

ホフ的短編の一つのタイプを作り出したのであるが，中期にはいり様々な制約が取り除か

れると，その創作上の関心は人間心理の解剖に向けられた。初期においては限られた状況

における人間心理を，主人公に多くを語らせることなく語り手による外的視点による語り

であざやかに浮き彫りにしたのであったが，今度は人関心理をその隅々に歪るまで全面的

に解剖し始めたのである。この際の人間の心理は具体的事件の発生に伴うもので，事件そ

のものの現実再現的描写にも重点がおかれ，初期のようなー刷毛二刷毛で手早く描写する

という方法ではなく，人物や物の描写については相変わらずその最も特徴的な点のみを必

要最小限述べるという手法を保っているが，人間関係や発言は複雑化し社会的広がりを

持ってくる。この方法は伝統的リアリズムに則りこれをさらに発展させたものと言うこと

ができょう。しかしこの方法も1896年を境に姿を消し，その後は象徴的リアリズムの方法

にとって代わられるのである。象徴的リアリズムの方法は前述したように新しいタイプの

短編小説の方法であり，チェーホフの創作上の革新の到達点である。この方法は主人公の

心理に深く立ち入らず心理描写そのもの以外の方法で語るという点で初期の方法の発展と

も言えるが，初期における方法が現実そのものを鋭く切り取って見せることに主眼点が

あったのに対して，後期においては人間の現実生活のレベルよりずっと大きな世界，人間

と自然と永遠の問題を提起しているのである。

おわりに

ロシア文学史の記述において，チェーホフの象徴的手法に言及し，その位置づけをした

ものはいまだ少なく，大半がチェーホフを代表的リアリズムの作家と見なしている。しか

しそれらの中にも下記のような見解が見られる。「素朴な身近な世界をあっかいながら，

チェーホフは時にはリアリズムを越えて印象主義，象徴主義の域まで高まって行く o

文体的にはチェーホフからモダニズムまではあと一歩なのであるj(l7) I自然派作家風の

データの積み重ねの代わりに，彼はただ徴候や象徴として用いられるく意味深長な細部〉

にのみたよった……事件を記述し，場面を説明し，性格描写の完成を期するかわりに，

チェーホフはただわずかな事実を挙げ，雰囲気と，登場人物の瞬時の感覚とに注意を集中

した。こうして束の間の印象が前面に現れるj(l8)Iチェーホフはリアリストの一人であり，

その達成の]頁点を示し，同時にシンボリズム運動の先駆者の一人である……チェーホフは

く印象主義〉と〈簡潔さ〉をロシア文学にもたらした革新者であるj(19)これらをまとめる

と，チェーホフは基本的にはリアリズムの手法を用いたが，印象主義，象徴主義の手法を

取り入れて新しいリアリズムの領域を開いたと要約できょう o

ところがこれまでのチェーホフ研究における，チェーホブの象徴的手法に関する言及，

研究は，象徴的なディテールの特性についてなど，個別的，部分的な象徴表現に関するも

のにとどまっている(20)。しかし本論で見たように，特に後期における象徴的方法は作品

全体の構造をとらえた観点から，より系統的に考察されるべき性質のものではないだろう
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カョ(21)。

本論はこのような観点に立って，チェーホフの創作方法の発展過程を見直そうとする試

みの出発点である O 本論においてはプロットと葛藤の問題から出発し，それらの性格の違

いによって作品のタイプが異なってくること，特に葛藤の表現方法が異なってくることを

もって，チェーホフの創作方法が初期の「情景的リアリズムJから中期の「心理的リアリ

ズムJへ，それから後期の「象徴的リアリズムJへと発展したと結論づけたが，それはま

だ問題提起の段階に止どまっていると言える O さらに本論の第一の目的が，チェーホフの

全創作期間を対象に創作方法の発展の様相を大きくとらえ，その見取り図を示すことに

あったので，具体的作品分析例を十分に示し，納得のいくように論証するまでには至らな

かった。またこの見取り図も現在はまだ素描の段階にあり，今後多くの問題を個別的に十

分検討し，深化させて行かなければならない。初期，中期の創作方法の特徴は，本論にお

いてはもっぱら後期との関係でのみ論じられたが，今後はそれぞれ独立した意義をもった

時期として，独自に研究されなければならない O そして特に後期の象徴的リアリズムの方

法に関しては，いまだ出発点の段階にあり，今後の理論の深化，精密化が不可欠である O

そしてこれらの十分な検討の後に，チェーホフの創作方法をロシア文学史上，さらには短

編小説史上に位置づけ，その革新性の意義を正しく評価するという課題が残されている。

注

(1 ) lJy~aKoB は叙述の方法に関してチェーホフの創作期間を， t観的叙述のH;y期(1880-1887年)， 

客観的叙述の時期 (1888-1894年) それに特に命名していないが再び主観性が現れてくる

時期(1895-1904年)の三期に分けている O 本論にむける時代区分はほぼこの区分t:. -致し

ているが，中期から後期への移行期を 1895-1896年と幅をもたせ，後期を1897年からとし

たのは，本論中で述べている中期の特徴と後期の特徴がこの移行期にむいては混在してい

ると見なされるからである。しかしこの時代区分に関してはさらに考慮する必要があると

忠われる O

可y江aKOB，A. rr. lloamuIiα f{exo8α. M.， 1971. 

(2) TOMaIlleBcKIIsはプロット (CIomeT) を事件の叙述のしかた，作品の中で事件が伝えられる

順序であるとし，事件の自然な，年代的，凶果的秩序に従って述べ得る筋(中a6YJIa) と対

立させて規定したが，本論で意|河しているプロットとは実際の叙述のされ方というよりも，

その基本的タイプとしてとらえられるものである O

TOMaIlleBCKIIs. B. B. Teopu.J/， Aumepαmypbl ; lloamuIiα. M.，凡.1928.(小平武訳「テーマ論」

15頁，水野忠夫編『ロシア・フォルマリズム文下論集 2jせりか書房， 1982年，所収)

(3) TOMaIlleBCK附は 3 筋の発展は一般的にある状況から別の状況への転換によって特徴づけら

れるとし，その際個々の状況を特徴づける利害の対立，人間聞の衝突と闘争の導入及びそ

れを特徴づける諸々のモチーフの総体を葛藤と呼んでいる o (前掲邦訳書21-22頁)また

Wellekは，自然に対する人間，他の人聞に対する人間，白己と闘っている人間など作用と

反作用をnfr示している伝統的な誌藤概念はもっと拡大して考えられねばならないとし，追
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及，追跡の筋のように，一本の線か一本の方向によって論ずるほうがず、っと合理的に思え

るような筋もあると指摘している。本論においては 蔦藤を必ずしも力の対立としてとら

えるのではなく，筋を展開させて行くなんらかの原動力としてとらえている O

Wellek， R. Warren， A. Theory 01 Literature. Harcourt Brace and Co. Inc. 1948. 

(太田三郎訳『文学の理論J筑摩書房， 1967年， 233-234頁)

(4) 語りの視点のタイポ口ジーに関しては下記の研究書がある O

Genette， G. Discours du recit in Figures m. Paris; Seuil. 1972. (花輪光，和泉涼

一訳 f物語のディスクール』書捧風の蕎破， 1985年)

--Nouveau discours du柁cit.Paris; Seuil. 1983. (和泉涼・，神郡悦子訳『物語

の詩学j"捧風の蕎破， 1985年)

YcrreUCIms， B. A. llOJmUKα KO~tn03UlfUU. M.， 1970. (JII崎決，大石雅彦訳『構成の詩学J法

政大学出版局， 1986年)

(5) 語りのテンポに関しでは Genette，G. 前掲書を参照された ~\o

(6) 分析には以下のテクストを用いた。

A. IT. t{exoB. llo必Hoeco6pαHue C01lUHeHUa U nuce.u (J mpuθqαmu Tomαx. M.， 1977. 

(7) TOM8rueBCKHsは筋の凶果関係が弱まれば弱まるほど，純粋に時間的な関係が強まるとし

ている o (前掲邦訳書15頁)

(8) 本文引用は以下の邦訳書によった。

神間清，池田健太郎，原卓也訳『チェーホフ全集J中央公論社， 1961-1962年。

(9) Ric田urは fダロウ工イ夫人jにおける虚構の時間経験を分析するにあたって， この作品

にむける物語技術の第 8の手法(j:，日の進行を仔細な出来事によってしるしづけること

であるとしているが，この子法は rpいなずけJにむける子法と共通するものである O
Ricaur， Paul. Temp et recit. II. Paris; Seuil， 1984. (久米博訳 rH寺聞と物語IU，

新曜社， 1988年， 191頁)

(10) Bitsilli はチェーホフの多くの作品における筋を決定する主要テーマは「まちがしリ「無駄

になった努力Jというアネクドート的テーマであるとしたうえで， r僧正Jにわいてはこの
テーマはシュゼートを決定してむらず，この僧正の礼持堂ヘ勤行に行き，自分の僧院ヘ戻

って休息し，また出かけるという行為がくりかえされ，最後に大地への旅によって終わる

「巡礼と停泊」のモチーフによって決定されているとしている O

Bitsilli， P. M. Chekhov's Art. Ardis/Ann Arbor. 1983. p.149. 

(11) r犬を連れた奥さんjにむける諮りのテンポについては， ド記の拙論を参照されたい。
清水道子犬を連れた奥さんJの語りの速度J東京大学文学部露文研究室年報rRusistikaj
V， 1988年.54-61 tt 

(12) このテンポは，前掲論文にわいて「場面の情景法Jと名づけているテンポである O

(13) Bitsilliはこの多用される「なぜか」は主人公が自分の環境と経験を「非現実・なものJと

して受けとめていることを示し，この「非現実ttJが精神的危機の根源であることを表し
ているとしている O また「のような気がするJという表現は，ひとつの特定の視点(語り
手あるし川j:-.作中人物の)を示す，印象主義的手法であるとし，それは瞬日、干の印象による
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連想、と，その知覚が個別的なものであり，時には錯覚であることを表しているとしている O

(前掲;幸子 pp.53-57) 

(14) TOMarneBCInt白は動機づけをその性格上①構成上の動機づけ，②現実的動機づけ，③美的

動機づけの三種に分類している。(前掲邦訳書32-46頁)この観点から考えると，チェーホ

フの後期作品にむけるモチーフの扱い方は，構成土の動機づけの性格が強く，中期におい

てはf見実的動機づけの性格が強いと言えるかもしれない口

(15) O'Tool はロシア文学におけるトポスについて述べているが，彼によれば， I庭」はロマン

チックな出会いと申し込みと打ち明けの場である。しかしここではもっと重要な機能を担

っている O

O'Tool， L. M. S tructure， S tyleαηd Interpretαtion in the Russiαn Short S tory. 

Yale University Press， 1982， pp. 188 -189. 

(16) O'Too¥ は『黒衣の僧Jにむける場の象徴↑'t.について分析している o (前掲書 pp.161・178)

(17) 川端香男里『ロシア文学史j岩波書庖， 1986年， 293頁.

(18) マーク・スローニム j也田健太郎訳『ロシア文学史J新j朝社， 1976年， 405貞.

(1引 3aMHTlIH，E. 11. l{exOB. C01{Ulte1tUJl. T. 4. MIOHxeH. 1988. CTp. 156-162 .. 

(20) l{y江aKOB(土チェーホフのシンボリックなディテールの特陀について， シンボルになってい

るのは特別なものではなく，ごく!I常的なものであり (r三年Jの傘)，伝統的な，特別な
ものによるシンボル(かもめ， r六号室Jの窓から見える監獄)は極めて希であり，チェー
ホフのシンボリックなものは「現実Jと「シンボル」の二つの世界に同じ比重で属してい

るとしている o (前掲書 CTp.170・172) Durkinは，チェーホフのシンボルは，コンテクスト

による個人的シンボルであるとし，ある登場人物にのみ意味のあるシンボルとして，r犬を
連れた奥さん」の灰色の塀， r三年Jの傘， r黒衣の僧1rすぐりJなどの例を kげている。
Durkin， A. R.“Chekhov's Narrative Technique". In Toby W. Clyman ed. A Chekhov 

Compαnion. Greenwood Press， 1985， pp. 128・129.

(21) この点では前掲書の Bitsi¥¥iの研究をさらに発展させる必要があると忠われる。
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PaSBsTse TBOp可eCl¥oroMeTO且aB paCCRaSaX qexoBa 

- OT Tpa且ß~ßoHHoro peaRs3Ma 耳o ~CßMBORß可eCRoro peaRs3Ma)一

IIepsOA TBOp可eCTBal.JexoBa M01KHO paSAeJlsTb Ha Tps 3Tana no paSJlsqmO rJlaBHOrO 

TBOpqeCROrO MeTOAa. TBOpqeCRss MeTO江口epBoro3Tana (1880-1887) M01KHO HaSBaTb 

(c~eHß可eCRßM peaJlssMoM) no ero 叩 eBOCXOAHm;eMyxapaRTepy CI01KeTa. Ha BTOpOM 

sTane(1888・1896)MeTOA xapaRTeps3yeTbcH Tm;aTeJlbHhlM nCsXOJlOrl円 eCRsMonscaHseM 

repoeB， n03ToMy MOiRHO ero HaSBaTb (ncsxoJlOrsqecRsM peaJlssMoM). IIepBhls s BTOpO政

3TanhI MOiRHO onpe，o;eJlsTb TaR， RaR l.JexoB pa3BsJl s yr江y6sJl Tpa，o;ß~ßOHHhl鼠 MeTO瓜

peaJls3Ma no・cBoeMy. A TpeTss 3Tan (1897-1904) OTJlsqaeTCH OT npe，o;叫eCTByIOm;sX

AByX 3T叩anOBCsC叩G叩 MOTs、

MBOJ江Is可ec附 M pea制江H附SMOM}. PasBsTse OT nepBoro 瓦o BToporo 3Tana 凹 spOROnps3H8-

eTCH s sCCJleAyeTcH， a OT BToporo瓦oTpeTbero AO CsX nop em;e He paCCMaTpsBaeTCH 

3a MaJlhIM sCR瓦ω可eHseM.O，o;HaRo aBTOp瓦aHHO蹟 CTaTbsCqsTaeT，可TOsMeHHO TBOp可eCRss

MeTO江 TpeTbero3Tana‘(CsMBOJlsqeCROrO peaJl問3Ma)，Hy1KHO Cqs'町Tb caMhlM npOAB-

sHyTOM， caMhlM rJlaBHhlM MeTOAOM B TBOpqeCTBe l.JexoBa， s 3TsM MeTOAoM OH CAeJlaJl 

HOBhl政 lliarRaR B p83BsTss MspOBOs sCTOpss paCCRa3a， TaR s B pa3BsTss pyCCROs 

JlsTepaTyphl. 

Oc06eHHOCTb TBOpqeCROrO MeTO瓦a(CsMBOJls可eCRoropeaJls3M8) Xopo皿o0'1叩

B cpaBHeHss C MeTO瓜OMBToporo 3Tana (ncsxoJlOrsqeCROrO peaJlssMa). CaMaH OCHO-

BHaH npsqsHa pa3Jls可sHMe1KAY瓜ByMHMeTO瓜aMs3aRJlIO可aeTCHB CI01KeTHO恨OMn03ß~­

sOHHOs oc06eHHOCTs. BTOpOs 3Tan xapaRTeps3yeTcH CJleAYωm;sM CI01KeTOM CHaqaJla 

BOSHsRaeT c06hlTse， ROTopoe BOBJleRaeT repOH B nCsxOJlOrsqeCRs政 ROHItJlsRT，nOTOM 

sCTOpsH ABsraeTCH no pa3BsTsIO 3Toro C06hlTsH s nCsXOJlOrl円 eCRoroROHφJlsRTa. OH8 

pa3BsBaeTCH Bo06m;e no spsqsHHO政 CBH3s.CI01KeT paCCRasa CsJIbHO ROH~eHTpßpyeTcR 

Ha OAHOM c06hlTse. II03ToMy qsTaTeJIb CJleAsT 3a XO瓜OM C06hlTsH， a He 3a XOAOM 

BpeMeHs. IIpoqsTaB paCCRa3， y Hero oCTaeTCR Bne可aTJIeHse0 C06hITse， a He 0 Te可eHse

BpeMeHs. 

A B p8CCRasax TpeTbero 3Tana sCTOpsH pasBsBaeTcH He ROH中江町<TOM，a OHa 

ABsraeTCR sMMeHO no Te可eHsIO BpeMeHs. KOHe可HO B 中a6yJlbHOs C中epe BOSHsRaIOT 

C06hlTI明日江s nepe江OMHhlsMOMeHT B 1KsSHs. Ho B CI01KeTHos C中epeB HsX HeT CsJI 

，o;BsraTb XOA sCTOps日， a OHs TOJIbRO COCTaBJIHIOT 3JleMeHThl B Mspe liCTOplis. BOSbMeM 

A江H npsMepa noc江eAHli班 paCCRa3 (HeBecTa) (1904). Ero TeMy COCTaBJ間的T paSJlyR8 

repOliHs CO CTaphlM 06m;ecTBoM li OT~es月 B HOBhl政 Msp. PaccRas ROH可aeTCHyxo瓦OM

repOsHs s3 AOMY， s xo瓜 paCCRa3anpHMO ABsraeTCH R 3TOMy RCHOMy ROH~y. B 3TOM 

paCCRase RpRO npOCJle1KliBaeTCR Te可eHlieBpeMeHli. Bo-nepBhlx B HaqaJIe paCCRaS8 

c006m;aeTCR: (CBaAb6a y1Ke Ha3Ha可eHa Ha ceAbMoe 叩 JIH，a Me1K瓜y TeM pa月OCTli
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清水道子

He 6bIJIO， HOqll CrraJIa OHa rrJIOXO， BeCe四 e rrpOrraJIo...) 8TO co06即 HlIe 3aCTaBJIHeT 

qllTaTeJIH 6hlTb qyTKlIM K Te可eHlIlO BpeMeHlI. Bo・BTOphlX qaCTO OTMeqaeTCH Te司eHlIe

BpeMeHlI lIHOr瓦a C HapeqlleM ~Me瓦江eHHO) lIJIll ~6hlCTpO) II 3aTeM CJIe町明、 C06bITlIe.

B-TpeTbex He TOJIbKO rrpHMO OTMe可aeTCHTe可eHlIe BpeMeHlI， a OHO HaMeKaeTCH ~pyrllM lI 

λeTa四 MlI， HarrprrMep， CTyK CTOpOma ~TlI I円a凡 TlIl円aK).

，ll;aJIbllIe MbI 6y江eM paCCMaTpllBaTb crroC06hl BhlpameHlIH rrClIXOJIOrll可eCKoro KOH中耳目-

KTa repOeB. B paCCKa3aX BTOpOrO 8Tarra OH OrrllChlBaBTCH KOHKpeTHO， T~aTeJIbHO C 

aHaJIlITl円BCKlIM 06もHCHeHlIBM. A Ha TpBTbeM 8Tarre OH BhlpamaBTcH OTphlBO可HO，eCJIlI 

rrpHMO， lIHor~a HaMeKaBTCH ~pyrllM lI crroc06aMlI， a B caMhlX BamHhlX MOMeHTax Bhlpa-

maBTCH ClIMBOJIlI可HO. E~ë pa3 B03bMeM ~JIH rrpllMepa paccKa3 ~HeBecTa). B 8TOM 

paCCKa3e CyTb KOH中耳目KTa repollHll CHaqaJIa He yKa3hlBaBTcH HCHO， a ClIMBOJIlIqeCKlI 

HaMeKaBTCH rrpe月可yBcTBlIeM.Bo  BTOpOM 063aU:B B ca~y repollHH qyBcTByeT MlIJIbI蹟 Mas，

3~eCb CKOHu:eHTpllpoBaHhl KJIIO可eBhle CJIOBa II rJIaBHhlB rrpe~CTaBJIeHlIH 8Toro pacKa3a， 

CJIOBa ~ca瓦) ~Maß) ~rλB-TO 瓦a江eKO) HaMe同 IOT II ClIMBOJIlI3l1pylOT HOBoe 06凹 ec叩 0，

B KOTopoe oTrrpaBlITcH rBpOllHH B KOHU:B paCCKa3a. 8TlI CJIOBa II lIX BapllaU:lIlI ~a江bIll B

rrOBTopHIOTCH. CJIOBO ~rrOqeMy-To) ， KOTopoe rrOBTopHeTCH 13 pa3 B 8TOM paCCKa3e 

HBJIHeTCH rrpllMBqaTeJIbHhlM crroc060M BhlpameHlIH ~yIlleBHoro COCTOHHlIH HB aHaJIlITlI-

qeCKlI， a HaMeKaMlI. KpoMe Toro ClIMBom円 BCKlIe BblpameHlIH BCTpe可alOTCH B KyJIbMlIH-

aU:lIHX. Kor瓜a repollHH 06もHBlI江a MaTepll，可TO OHa He MomeT 60JIbIlle mllTb ~OMa ， Ha 

~Bope 6bI江a 6ypH II B rrB可II ry~BJI lI 6acbI， a Ha CJIe~ylO~eB yTpO OKa3aJIOCb，可TO B 

ca瓦Y HO可blO BeTpoM rrOC6l1BaJIO Bce H6江OKlI II CJIOMaJIO O~Hy cTapylO CJIlIBy. Bce 8TO 

ClIMBOJIlI3l1pyeT 町TIllBBHoe COCTOHHlIe repOllHlI. 

BMeCTB C TeM rrpHMoe BblpamBHlIe ~yIlleBHoB COCTOHHlIe repollHlI CTaJIO MeHbIllB II HB 

aHaJIlITl円BCKlI， ~pyrlle KOMrrOHBHTbI pacKa3a -~pyrllB rrBpcoHamll， pa3江lIqHbIB 江BTa耳目，

MeCTO II rrpocTpaHcTBO-CTaJIlI lIrpaTb BamHylO po江b II Bblpama Tb rrclIxlIKy repollHlI. 

耳pyrlle rrepcoHamll CTaJIlI lICrrOJIHHTb OC06ylO 中yHKU:目的 B BblpamBHlIlI rrBpeMBHhl 瓜Y凹 BB-

Horo COCTOHI口問 repOllHll. TIBpBMBHhl B OU:BHKlI rBpollHB抗 MaTBpll 0603HaqalOT e~lIHCT­

BBHHhls yKa3aTBJIb ee ou:eHKlI cTaporo 06~ecTBa. A ou:eHKa repollHes Call1ll， Ha060poT， 

0603Ha可aeT Ou:eHKy HOBoro 06~ecTBa. 

MBCTO II rrpocTpaHcTBo TomB BhlrrOJIHHIOT ClIMBOJIlI可BCKylO中yHKU:lIlO B BhlpamBHlIlI 

~yIll BBHoro COCTOHHlIH repollHlI. KOMHaTa repollHlI 0603Ha可aeT HbIHBIllHBe ee cy~ec綱

TBOBaHlIB. A es rrpoTlIBorrOCTaBJIHeTCH ~Ba CllMBOJII円 BKCKlIX rrpocTpaHcTBa-rrpocTpaH-

CTBO cTaporo 06凹 eCTBa，KOTOpOB COCTaBJIHIOTー~BHlI3Y)， 3aム町XHH，KOMHaTa MaTBpル

珂 rrpOCTpaHCTBO HOBoro 06~ecTBa ， KOTopoe COCTaBJIHeT ca~. Ee  KOMHaTa 0603Ha可aeT

MeCTO， r~e repollHH 3a~yMbIBaeTcH ， a TaKme Be y6emll~B Kor瓦a OHa BOJIHyeTCH. 3月eCb

rrepeceKalOTCH cTapoB II HOBoe 06~ecTBa. Co  CTapbIM 06~ecTBoM OHa CBH3aHa IllyMaMlI， 

KOTOphlB ~OHOCHTCH CHlI3y ~O KOMHaTbI HaBepxy， a C HOBbIM OHa CBH3aHa 可epe3 OKHO， 

KOTOpOB BbIXO江lIT B ca~. rBpOllHH 3a瓜yMbIBaeTCH y ce6H B KOMHaTe MBm~y CTaphlM II 

HOBbIM 06凹eCTBaMlI.
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チェーホフの短編小説の創作克法の発展

Ha  rrepBOM 3Tarre MOmHO BhlAe江sTb HeCKOJIbKO TsrrOB CIOmeTa. PaCCKa3hl C aHeK-

AOTsqeCKsM CIOmeTOM rrpoAo江maIOT cyI.IJ;eCTBOBaTb B OrrpeAeJIeHHOM KOm円 eCTBe. Pacc-

Ka3bI C IOMOpsCTs司eCKsMAsaJIOrOM rrOCTerreHHO yMeHbIIIaIOTC.R. CaMbIA rJIaBHbIA Tsrr-3TO 

paCCKa3 CO C~eHßqeCKßM CIOmeTOM， B KOTOpOM 3a OAHO前 orrpeAeJIBHHOA C~eHOA 可yBC­

TByeTC.R ms3Hb repOeB・ B 8TsX paCCKa3aX， KOTOpble B 60JIbIIIsHCTBe CJIy可aeB rrOBeCT-

ByeTC.R OT JIß~a rrOBeCTBOBaTeJI.R， He OrrsChlBaeTC.R瓦yIIIeBHoeCOCTO.RHs.R repOeB， a TOJIbKO 

BHeIIIHsM 06JIsKOM-peqbIO， rrocTyrrKaMs-rrOKa3bIBaeTC.R. PaCCKa3hl TaKOrO Tsrra 3a MaJIbIA 

sCKJIIOqeHseM He cyI.IJ;eCTByeT Ha BTOpOM s TpeTbeM 3TarraX. 

Cpe瓦s paCCKa30B rrepBOrO 8Tarra MaJIO TaKsX， B KOTOpbIX CωmeT rroxom Ha CIOmeT 

Ha TpeTbeM 8Tarre. 8TO {Bep6a) (1883) s {rrpsAauoe} (1883). B HsX xoλpaCCKa3a 

瓦BsraeTC.R TeqeUseM BpeMeUs s BCTpeqaIOTC.R rrOBTopeHs.RMOTsBOB. DHs rrpeACTaBJI.RIOT 

c060扱 3a可aTKs Tsrra paCCKa3a TpeTbero 3Tarra. 

CpeAs paCCKa30B BToporo 3Tarra uaXOAsTC.R TOJIbKO OAsH C CIOmeTOM TpeTbero 3Tarra. 

3TO {r'yceB) (1890)， 3aTO OH 06JIa瓦aeT BceMs 可epTaMs TpeTbero 3Tarra. 

Tsrr paCCKa3a BToporo 8Tarra Tome 日O.RBJI.ReTC.R pauo， 8叩 {Bop)(1883)， B KOTOpOM 

TI.IJ;aTeJIbUO orrsCbIBaeTC.R rrcsxOJIors.R repo.R C ero TO引 ¥s 3peUs.R. TaKsX paCCKa30B 

CTaHeTC.R 60JIbIIIe B 1887. A CTOsT 3aMeTsTb，可TOpaCCKas Tsrra BToporo 8Tarra 60JIb田 e

ue rrO.RBsJIC.R ua TpeTbeM 8Tarre. 

KaK MbI BsAe江s，qexoB， KorAa OU oCB060AsJIC.R OT BC.RKsX orpaus可eu目白日 yCJIOBHOC-

TeA MaJIOrO rrpecca， CTaJI sHTepeCOBaTbC.R rrcsxoJIorseA qeJIOBeKa s CTaJI T凹aTe江bUO

BCKpbIBaTb ee. Ho  AO 1897 sC可e3 TaKoA Tsrr paCCKasa， ero 3aMeHsJI paCCKa3 UOBoro 

Tsrra， {CsMBOJIsqeCKOrO peaJIs3Ma)， KOTOpbIA rrpeB3a凹伽 TeMy s CぬmeT Tpa瓦ß~ßOUUO-

ro paCCKasa. 

江o CsX rrop qexoB CqsTaeTC冗 rJIaBHbIM rrpeACTaBsTe江eMpea江s3Ma. CsMBOJIsKy可exo・

Ba sCCJIeAOBa江>>TOJIbKO OTAeJIbUO s qaCTsqUO. Ho  KaK MbI Bs瓦eJIs，ero CsMBOJIsqeCKsA 

crroc06 ynoTpe6JI.ReTC.R CsCTeMOTI何日0，ou CB.R3aH C OCHOBHOA KOHCTpyK~ße政 paCKa3a

ua TpeTbeM 3Tarre. He06xoAsMO sCCJIe瓦OBaTb CsMBOJIsKy qexoBa 60JIee CsCTeMaTs可・-

HO. B 3TOM HarrpaBJIeHss 8Ta pa60Ta .RBJI.ReTC.R TOJIbKO oTrrpaBuoA TO引 WA rrps rrepec-

MOTpe xOAa pa3BsTs.R TBOpqeCKOrO MeTOAa s AOCTsrHyToro qexoBbIM pe3yJIbTaTa. 
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